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平成３０年度 各県部会の開催状況

平成３０年度 第１回 県部会 開催概要
【新潟県部会】 平成30年6月15日（金）10:00～12:00
【富山県部会】 7月 5日（木）10:00～11:30
【石川県部会】 6月11日（月）10:00～11:45
【 開 催 地 】北陸地方整備局、富山河川国道事務所、金沢河川国道事務所

• 平成３０年６月に第１回各県（新潟、富山、石川）部会を開催。
平成３０年度に予定している活動や新たな取り組みについて情報を共有し、現状の課題等に関
する意見交換を行った。

• 平成３０年１２月に第２回各県（富山、石川）部会を開催。
平成３０年度の活動の取り組みと現状の課題等の情報共有と、平成３１年度に向けた、活動内
容・連携協力体制等について意見交換を実施した。

平成３０年度 第２回 県部会 開催概要
【富山県部会】平成30年 12月27日（木）10:00～11:30
【石川県部会】 12月17日（月）10:00～11:45
【 開 催 地 】 富山河川国道事務所、金沢河川国道事務所
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平成３０年度 建設界の担い手確保・育成に関する取り組みについて

・平成３０年度において、各機関の活動数は３７３件であり、そのうちの54％が他機関・団体と連携し行われている。

・対象者別では、建設系の学生を対象とした取り組みが最も多く実施されており、全体の45％を占めている。

・また、前年度(平成２９年度)と比較すると、建設系の高校を対象とした取り組みが増加している。

建設系の
学生対象

建設系の学生以外を対象

合計
各機関で
連携・合同で
取り組んだ件数

大学
高校

中・小学
園児・親子

一般
団体

H27年度
117
(31%)

47
(13%)

125
(33%)

87
(23%)

376
(100%)

164
(44%)

H28年度
164
(39%)

18
(4%)

156
(37%)

79
(19%)

417
(100%)

171
(41%)

H29年度
147
(35%)

33
(8%)

158
(37%)

87
(20%)

425
(100%)

146
(34%)

H30年度
169
(45%)

31
(8%)

129
(35%)

44
(12%)

373
(100%)

201
(54%)

平成３０年度 対象別取り組み件数

平成３０年度 取り組み別実施件数

建設系の学生

169件

45%

建設系以外の学生

大学・高校

31件

8%

中・小学，園児，親子

129件

35%

一般団体

44件

12%
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大学

（建設系）

工業高等

専門学校

高校

(建設系)

大学

（建設系以外）

高校

（建設系以外）

中学校 小学校 園児 親子 一般団体

取
り
組
み
件
数
（件
）

その他 講師派遣 現場見学会現場見学会 講師派遣 その他
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平成３０年度 建設界の担い手確保・育成に関する取り組みについて

【留意事項】
・本資料は、各機関・団体で、対象毎にどのような取り組みを行ったのか、幅広に事例を集め、各機関・団体が次年度以降の取り組みを考え
るうえでの参考とすることを目的に整理したものです。
・実施件数は概ねの傾向を把握するために集計したものです。（※各機関・団体の判断により取り組みを分類し、報告頂いているため、分類
の不整合を含みます。）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

現場
見学会

講師
派遣

その他 合計
現場
見学会

講師
派遣

その他 合計
現場
見学会

講師
派遣

その他 合計
現場
見学会

講師
派遣

その他 合計

大学（建設系） 18 15 7 40 14 12 44 70 12 24 25 61 20 7 37 64

工業高等専門学校 6 5 1 12 7 2 3 12 3 6 5 14 4 2 4 10

高校(建設系) 39 9 17 65 40 14 28 82 27 21 24 72 38 26 31 95

大学（建設系以外） 9 1 0 10 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 4 4

高校（建設系以外） 21 8 8 37 7 7 4 18 5 23 3 31 8 14 5 27

中学校 14 8 2 24 10 12 6 28 5 31 5 41 4 28 10 42

小学校 52 32 8 92 47 46 22 115 20 88 3 111 16 36 23 75

園児 0 0 0 0 1 0 0 1 2 0 0 2 0 0 1 1

親子 6 0 3 9 9 1 2 12 2 0 2 4 4 0 7 11

一般団体 51 5 31 87 14 1 64 79 26 6 55 87 13 2 29 44

合

計

一般団体を含む 216 83 77 376 149 95 173 417 102 199 124 425 107 115 151 373

一般団体を除く 165 78 46 289 135 94 109 338 76 193 69 338 94 113 122 329

3



北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 新潟県部会開催報告

開催概要
【新潟県部会】 平成３０年6月１５日（金）1０:00～1２:０0
•〔会場〕 北陸地方整備局 ４F会議室
•〔出席機関〕
［行政］北陸地整、新潟労働局、新潟県土木部・教育委員会、新潟市
［建設産業］日建連北陸支部、新潟県建設業協会、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会北陸支部、 新潟県

測量設計業協会、新潟県地質調査業協会、日本道路建設業協会北陸支部
［教育］新潟大学、長岡技術科学大学、長岡工業高等専門学校、新潟工業高校、

新発田南高校

検討結果
平成３０年度は、担い手協議会の各組織が連携して合同企業セミナー（仮称）を実施するな
ど、各大学・建設系高校に対する取り組みを強化すると共に、「建設業と繋がりの無い学生
（他分野）・生徒・小中学生・園児」に対しても、建設業の魅力を発信するなどの取り組み
を引き続き進める。

• 北陸地方における建設界の担い手をめぐる現状や課題に関する認識を共有し、建設界の担い手不足に対し、建設関係団体、
教育機関、関係行政機関等が一体となって、担い手の確保・育成の取り組みを推進することを目的として、平成26年10月
3日 北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会を設立。

• 平成３０年度の活動を推進するため、新たな取り組みの実施、取り組みの展開について検討。

新潟大学工学部 佐伯教授

新潟県部会開催状況

意見等
①合同企業セミナー等における情報発信は、建設業の魅力、建設業における測量・調査・施
工等の役割分担、県内就職のメリットＰＲなどが効果的である。
また、情報発信に際しては、大学と高校、学年毎でも認識が違うことから、それらを意識
しつつ、学校側の事情や要望等を加味しながら実施していくことが望まれる。

②高校生の建設分野の新規入職者について、普通学科からの入職も多いことから、傾向を
データ等で確認しつつ、普通学科に対する取り組みも進めていく必要がある。

③建設分野の各学校に対する現場見学会等の取り組みは、各学校において漏れなく取り組み
が展開出来きているかを、担い手協議会でチェックしていくことが望ましい。
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北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 新潟県部会開催報告

H29.6.18 
新潟通信新聞

H29.6.19 
新潟建設新聞
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日時 平成30年7月5日（木）10:00～11:30

会場 富山河川国道事務所 ３F大会議室

構成機関（順不同）

【行政】北陸地整建政部/富山河川国道事務所、富山労働局、富山県土木部/教育委員会
【教育】富山大学、富山県立大学、富山工業高校、桜井高校、高岡工芸高校、南砺福野

高校
【業界】 日建連北陸支部、富山県建設業協会、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会北陸支部、富山県測量

設計業協会、富山県地質調査業協会、日本道路建設業協会北陸支部

【オブ】黒部河川事務所、立山砂防事務所、利賀ダム工事事務所、伏木富山港湾事務所

○ 今年度第１回目となる富山県部会を平成30年7月5日（木）に開催。 昨年度の協
議会での課題を議論し、本年度の体制・活動予定等について情報を共有した。

○ 意見交換では、教育機関より県外出身者の県内の県内定着の取組、業界各機関よ
り富山大学都市・デザイン学科との協力や今後の活動に向けた提案 等があった。

○ H30も引続き、県内産学官の関係者の連携のもと活動を進めていくことで合意。

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 富山県部会（H30.7.5）開催概要

開催状況開催概要

会員からの主な発言

・建設系以外の学生などにも、業界に入りやすくしていく必要がある。

・測量業は20代、30代が少ない。測量設計の業務内容を知る機会が減少して
いるため。高校生等にPRが必要。

・建設関係に対する魅力が上がってきている。今後もPRが必要。

・現場見学会に参加し、業界に対して魅力を感じている生徒もいる。生徒によ
り多くの情報を与えてほしい。

・進路の中で、求人に対し送り出す生徒の数が足りないのであれば、方向性を
変える必要がある。分析が必要。

意見交換状況

部会長挨拶
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北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 富山県部会（H30.7.5）開催概要
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日時 平成30年12月27日（木）10:00～11:30

会場 富山河川国道事務所 ３F大会議室

構成機関（順不同）

【行政】北陸地整建政部/富山河川国道事務所、富山労働局、富山県土木部/教育委員会
【教育】富山大学、富山県立大学、富山工業高校、桜井高校、高岡工芸高校、南砺福野

高校
【業界】 日建連北陸支部、富山県建設業協会、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会北陸支部、富山県測量

設計業協会、富山県地質調査業協会、日本道路建設業協会北陸支部

【オブ】黒部河川事務所、立山砂防事務所、利賀ダム工事事務所、伏木富山港湾事務所

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 富山県部会（H30.12.27）開催概要

開催状況開催概要

会員からの主な発言

・県内の求人に対し送り出す生徒の数が不足している。県外出身学生を県内に
定着させる施策が必要。

・生徒への技能講習への参加希望者が多い。生徒が参加しやすい環境の整備が
必要。

・担い手確保，育成のため、産官学共同した働き方改革への取組を実施する必
要ある。

・女性技術者を増やすために、待遇や福利厚生が大事。

・建設フェアは初の富山開催となるので期待している。

意見交換状況

部会長挨拶

○ 平成30年12月27日に第２回富山県部会を開催し、各機関のH30年度取組状況の報告・次年度
の取組・連携協力体制について意見交換を実施した。

○ 建設系企業への就職のために、働き方改革の必要性や生徒の進路に影響を与える保護者への取
組の充実等の課題があがった。

○ 担い手の県内定着に向け、県外からの学生へ富山の魅力を理解してもらうことも重要等の意見
が出された。

○ 引き続き、産学官の関係機関の連携のもと平成31年度も取組を進めていくことで合意した。
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北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 富山県部会（H30.12.27）開催概要

9



北陸地方整備局
金沢河川国道事務所

H30年度 建設界の担い手確保・育成推進協議会【第一回石川県部会】 開催報告

〔日 時〕 平成30年6月11日（月）10:00～11:45
〔開催地〕 金沢河川国道事務所 会議室
〔構成機関〕
［行政］北陸地整建政部、金沢河川国道事務所、石川労働局、石川県土木部、石川県教育委員会
［建設産業］日建連北陸支部、石川県建設業協会、道建協北陸支部、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会北陸支部、

石川県測量設計業協会、石川県地質業協会
［教育］金沢大学、金沢工業大学、石川県立大学、石川高専、金沢市工高、石川県立羽咋工高、

小松工高、翠星高校

◆ せっかくこの業界に入っても３年で３～５割が離職してしまうといわれる。離職の原因としてはコ
ミュニケーションの問題が大きい。同世代の先輩がいないため相談もできず孤立化し離れていく。こ
れには官公庁からの工事発注を継続的に行うことで、企業側も継続的・計画的に採用可能とな
る。５年経ったらこの先輩のようになっている、と自分の姿のイメージを見せられることが重要。
◆ 学生・生徒を対象とした現場見学会では、漠然と現場見学に行くことのないよう、その現場で何
を見せたいか、見どころを明確にして説明するようにしてもらいたい。
◆ 建設系の学科を選択してもらうためには保護者の理解が大きく、そのためにも“この業界には明る
い未来がある”ということをアピールすることが重要である。i-constructionの推進など建設界が新
しい技術をいち早く取り入れて見せる。今までの３ｋの改善というところも大切ではあるが、この業
界には夢があると魅力を示すことが重要。

開催概要

会議の主な発言要旨

開催状況

６月11日、産学官が連携の「北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会【第１回石川県部会】」を開催し、各機関に
よるこれまでの取り組みと今年度計画されている現場見学会や就職説明会等の活動予定について紹介、さらに現状の課題
等に関する意見交換を行いました。
参加機関からは、「離職してしまう理由としては職場の中で同世代がいないことによるコミュニケーションの問題が大きい」「新
技術の導入により“この業界には明るい未来がある”ということを現場見学会などを通じて示すことが重要」といった様々な課題、
意見が寄せられました。

1
0



北陸地方整備局
金沢河川国道事務所

H30年度 建設界の担い手確保・育成推進協議会【第一回石川県部会】 開催報告
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北陸地方整備局
金沢河川国道事務所

H30年度 建設界の担い手確保・育成推進協議会【第二回石川県部会】 開催報告

〔日 時〕 平成30年12月17日（月）10:00～11:45
〔開催地〕 金沢河川国道事務所 会議室
〔構成機関〕
［行政］北陸地整建政部、金沢河川国道事務所、石川労働局、石川県土木部、石川県教育委員会
［建設産業］日建連北陸支部、石川県建設業協会、道建協北陸支部、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会北陸支部、

石川県測量設計業協会、石川県地質業協会
［教育］金沢大学、金沢工業大学、石川県立大学、石川高専、金沢市工高、石川県立羽咋工高、

小松工高、翠星高校

◆ 生徒、教員には、建設業に携わるプライド、気概を持って就職してもらうよう指導している。そうい
う気もなく、せっかく就職して育ててもらっても２～３年で離職してしまうようだと企業側にも大きな
損失、迷惑を掛ける。
◆ 土木科の生徒が建設関係に就職してもらうため、今年から建設業協会の説明会に保護者も
加えて案内した。来年からは1年生も対象として参加させる予定。
◆ 現場技術者に対して以前に行ったアンケートで「辞めたくなったことはあるか」との問いに“６割の
人がある”と答えているが、「なぜ辞めずに残ったのか」というと“やりがいがある”と答えている。離職防
止には、やりがいを実感してもらうことが重要である。

開催概要

会議の主な発言要旨

開催状況

12月17日、産学官が連携の「北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会【第２回石川県部会】」を開催し、現場見学
会や就職説明会等の各機関による今年度の取り組みと現状の課題、さらにそれらを踏まえた今後の活動方針等に関して意
見交換を行いました。
参加機関からは、「就職先が製造業に流れてしまった。」「離職防止には“やりがい”を実感してもらうことが重要である。」「生
徒、教員には、建設業に携わるプライド、気概を持って就職してもらうよう指導している。今後とも互いに協力をお願いしたい。」
といった様々な課題、意見が寄せられました。
事務局から、離職防止や入職促進のアイデアを就職して間もない若手職員から募る「アンケート調査」について提案し、石
川県部会の取り組みとして実施することを確認しました。（1月中旬までに実施）
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北陸地方整備局
金沢河川国道事務所

H30年度 建設界の担い手確保・育成推進協議会【第二回石川県部会】 開催報告
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